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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め

忘
れ
た
ま
ま
２
年
経
過
す
る
と

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
24
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年

以
内
（
平
成
14
年
10
月
以
降
）

の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
「
後
納
制

度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
将
来
の
年

金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
の

受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受

　
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
利
用

　
で
き
ま
せ
ん
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み

　
が
必
要
で
す
。
審
査
の
結

　
果
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ

　●

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

　
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
１

　
１
・
０
５
０
）

　●

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４

　
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

　
あ
き
る
野
市
民
の
健
康
の
イ

ベ
ン
ト
「
健
康
の
つ
ど
い
」
を

あ
き
る
野
ル
ピ
ア
と
秋
留
野
広

場
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

る
各
種
団
体
の
参
加
を
募
集
し

ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
13
日
（土）
　
午
前

　
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
、

　
秋
留
野
広
場

▽
募
集
内
容
　
秋
留
野
広
場
で

　
和
太
鼓
や
子
ど
も
囃
子
、
フ

　
ラ
ダ
ン
ス
、
踊
り
な
ど
の
活

　
動
発
表
を
行
え
る
団
体

※
申
込
多
数
の
場
合
に
は
、
協

　
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
　
町
内
会
・
自
治
会
、

　
各
種
市
民
団
体
、
市
内
事
業

　
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
期
間
　
８
月
１
日
（水）
〜

　
20
日
（月）
（
土
曜
・
日
曜
日
を

　
除
く
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
課

　
健
康
づ
く
り
係
（
直
通
５
５

　
８
・
１
１
８
３
）

　
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
現

況
届
の
提
出
期
限
は
、
８
月
31

日
（金）
で
す
。

　
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手

当
、
東
京
都
重
度
心
身
障
害
者

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
、

現
況
届
の
案
内
通
知
を
送
り
ま

し
た
。
現
況
届
は
、
引
き
続
き

手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
期
限
ま
で
に
届
出
が
な
い

と
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
通
知
が
届
か
な
い
方

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
・
問
合
せ

　●

障
が
い
者
支
援
課
障
が
い
者

　
相
談
係

　●

五
日
市
出
張
所
（
受
付
の

　
み
）

　
あ
き
る
野
市
青
少
年
顕
彰
ふ

る
さ
と
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
善
意
や
親
切
心
を
育
み
、
社

会
に
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
青
少
年
善
行
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。

　
お
近
く
に
、
対
象
と
な
る
方

が
い
ま
し
た
ら
推
薦
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
・

　
在
勤
の
25
歳
未
満
の
青
少
年

　
の
方
や
青
少
年
団
体

▽
主
な
表
彰
基
準

　●

小
さ
な
親
切

　●

公
共
生
活
へ
の
貢
献

　●

環
境
の
美
化

　●

社
会
福
祉

　●

青
少
年
指
導

　●

自
然
と
文
化
財
愛
護

　●

緊
急
時
貢
献
　

　●

芸
術
文
化
へ
の
貢
献

　●

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
貢
献

▽
推
薦
方
法
　
９
月
７
日
（金）
ま

　
で
に
、
推
薦
書
（
生
涯
学
習

　
推
進
課
で
配
布
）
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
推
薦
書
に
よ
り
審

　
査
し
、
表
彰
該
当
者
を
選
考

　
し
ま
す
。

▽
表
彰
式

　●

日
時
…
11
月
３
日
（土）
　
午
後

　●

場
所
…
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学

　
習
推
進
課
生
涯
学
習
係

　
難
病
医
療
費
助
成
は
、
毎
年

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す

▽
提
出
期
間
　
８
月
３
日
（金）
ま

　
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。
９
月
中
に
新
し
い
難
病

　
医
療
券
が
届
き
ま
す
。

▽
対
象
　
有
効
期
間
が
平
成
24

　
年
９
月
30
日
ま
で
の
難
病
医

　
療
券
を
お
持
ち
の
方

▽
提
出
方
法
　
都
か
ら
送
ら
れ

　
た
更
新
書
類
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

　
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
五
日
市
出
張
所
や
郵
送
な
ど

　
で
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ

　
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
障
が
い

　
者
支
援
課
障
が
い
者
相
談
係

　
７
月
９
日
か
ら
「
住
民
基
本

台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
住
民
票
や
国
民
健
康
保
険

証
な
ど
の
氏
名
字
体
が
、
現
在

お
持
ち
の
医
療
証
と
異
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
も
お
持
ち
の
医
療

証
は
有
効
期
限
ま
で
引
き
続
き

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
が
、
医

療
機
関
に
お
い
て
保
険
証
の
氏

名
と
の
確
認
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
証
の
字
体
変
更
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
係
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
更
新
の
際
に
発
行
さ
れ
る
新

　
年
度
の
医
療
証
は
、
改
正
後

　
の
氏
名
字
体
で
発
行
さ
れ
ま

　
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　●

は
ん
こ

　●

健
康
保
険
証
（
氏
名
字
体
が

　
変
更
に
な
っ
た
方
の
も
の
）

▽
申
請
・
問
合
せ
　
子
育
て
支

　
援
課
子
育
て
支
援
係

　
７
月
５
日
、
東
京
消
防
庁
に

お
い
て
、
同
防
災
部
長
か
ら
あ

き
る
野
市
消
防
団
本
部
、
第
５

分
団
、
第
６
分
団
、
第
７
分
団

に
対
し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
４
月
28
日
未

明
に
市
内
で
発
生
し
た
建
物
火

災
で
の
消
火
活
動
の
活
躍
が
認

め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係

　
市
で
は
、
一
定
の
所
得
以
下

の
世
帯
に
対
し
、
子
ど
も
の
学

習
塾
の
費
用
や
高
校
、
大
学
な

ど
の
受
験
費
用
を
貸
し
付
け
る

事
業
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
貸
付
資
金
の
内
容

　●

学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金
…

　
中
学
３
年
生
と
高
校
３
年
生

　
を
対
象
に
、
20
万
円
を
限
度

　
に
貸
し
付
け
ま
す
。

　●

受
験
料
貸
付
金
…
中
学
３
年

　
生
は
２
万
７
４
０
０
円
を
上

　
限
に
、
高
校
３
年
生
は
10
万

　
５
０
０
０
円
を
上
限
に
貸
し

　
付
け
ま
す
。

▽
貸
付
利
率
な
ど
　
無
利
子
で
、

　
返
済
期
間
は
５
年
以
内
で
す
。

　
貸
付
を
受
け
る
に
は
、
連
帯

　
保
証
人
が
必
要
で
す
。
高
校
、

　
大
学
に
入
学
し
た
場
合
、
返

　
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当

　
し
、
受
付
窓
口
で
貸
付
要
件

　
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
た

　
方

　●

世
帯
の
生
計
中
心
者
で
、
課

　
税
所
得
か
総
収
入
金
額
が
一

　
定
基
準
額
以
下
の
方
（
年
間

　
総
収
入
額
が
、
扶
養
人
数
１

　
人
の
場
合
２
６
０
万
円
以

　
下
、
２
人
の
場
合
３
２
０
万

　
円
以
下
）

　●

預
貯
金
な
ど
の
資
産
が
６
０

　
０
万
円
以
下
の
方

　●

土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い

　
な
い
方
（
現
在
の
住
居
を
除

　
く
）

　●

都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

　
在
住
（
住
民
登
録
）
し
て
い

　
る
方

　●

生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い

　
方

※
詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

　●

相
談
・
申
込
み
…
あ
き
る
野

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
５

　
５
９
・
６
７
１
１
）

　●

問
合
せ
…
生
活
福
祉
課
庶
務

　
計
画
係
（
直
通
５
５
８
・
１

　
９
２
７
）

　
せ
せ
ら
ぎ
教
室
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
学
校
に
不
適
応
を

起
こ
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
に

対
し
、
学
校
に
戻
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
す
る
公
的
な
教
室
で

す
。
そ
の
教
室
で
、
児
童
・
生

徒
の
指
導
に
あ
た
る
非
常
勤
嘱

託
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
　
適
応
指
導
教
室
指
導

　
員

▽
期
間
　
９
月
３
日
（月）
〜
平
成

　
25
年
３
月
29
日
（金）

▽
勤
務
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜

　
日
ま
で
で
、
月
14
日
以
内
の

　
所
属
長
が
指
定
す
る
日

▽
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分

　
〜
午
後
３
時
30
分
（
実
働
６

　
時
間
）

▽
勤
務
場
所
　
せ
せ
ら
ぎ
教
室

　
（
市
役
所
別
館
２
階
）

▽
報
酬
　
時
給
１
０
６
０
円

▽
資
格
　
教
員
免
許
を
お
持
ち

　
の
方

▽
募
集
人
員
　
１
人

▽
応
募
方
法
　
８
月
14
日
（火）
ま

　
で
に
、
履
歴
書
（
上
半
身
正

　
面
脱
帽
写
真
貼
付
）
と
資
格

　
を
証
明
で
き
る
も
の
の
写
し

　
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
募
集
後
に
面
談
の

　
上
、
結
果
に
つ
い
て
連
絡
し

　
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
指
導
室
指

　
導
係
（
直
通
５
５
８
・
２
４

　
３
１
）

特
別
障
害
者
手
当

　
な
ど
の
現
況
届
の

　
　
提
出
を
忘
れ
ず
に

難
病
医
療
券
の
更
新

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

青
少
年
の
善
行
者
を

　
　
ご
推
薦
く
だ
さ
い

消
防
団
が

防
災
部
長
表
彰
を

　
　
　
受
賞
し
ま
し
た

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

貸
付
事
業
の
ご
案
内

　
夏
休
み
に
入
り
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
自
然
や
街
に
飛
び

出
し
て
い
き
ま
す
。
危
険
を
心

配
し
な
が
ら
成
長
を
見
守
る
の

で
す
が
、
心
配
の
種
は
尽
き
ま

せ
ん
。

　
先
日
、
福
生
警
察
署
か
ら
管

内
の
犯
罪
件
数
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
あ
き
る
野
市
で
は
他

市
町
と
比
較
し
て
少
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
市
内
で
最

近
放
火
と
思
わ
れ
る
火
災
が
連

続
し
て
お
り
、
警
察
で
は
警
戒

の
た
め
の
青
パ
ト
を
夜
間
巡
回

さ
せ
て
い
ま
す
。
消
防
団
に
も

警
戒
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
「
市
民
の
目
」
も
警

戒
に
向
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
夜
間
に
不
審
な

グ
ル
ー
プ
や
不
審
者
を
見
か
け

た
ら
１
１
０
番
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
少
年
た
ち
の
不

良
行
為
を
目
撃
し
た
ら
そ
の
場

で
注
意
し
、
や
め
な
い
よ
う
な

ら
警
察
を
呼
ぶ
こ
と
も
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
が

過
ち
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
、
地

域
社
会
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る

学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」

は
、
教
育
現
場
で
あ
る
だ
け
に

深
刻
で
す
。
安
心
安
全
の
勉
学

の
場
で
あ
る
べ
き
学
校
で
い
じ

め
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
こ

と
を
思
う
と
、
誠
に
残
酷
で
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
わ
が
市
に
お
い
て
も
、
い
じ

め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
い

う
学
校
の
態
度
を
も
う
一
度
再

確
認
し
て
、
い
じ
め
対
策
の
有

効
な
手
立
て
を
講
ず
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
責

任
を
持
っ
て
指
導
に
当
た
り
、

私
た
ち
は
そ
れ
を
全
面
的
に
支

援
い
た
し
ま
す
。
安
定
し
た
学

び
舎
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
道
徳
性
を
身
に
付
け
、

理
性
的
判
断
の
で
き
る
人
材
と

な
る
よ
う
育
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
夏
も
「
命
の
朝
顔
」

を
市
長
室
に
持
っ
て
き
て
く
れ

た
秋
多
中
一
年
生
の
生
徒
た
ち

の
純
情
な
発
言
と
純
粋
さ
に
接

し
て
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。


